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連
話
の
法
則

生
　
　
井

　
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
か
は
と
も
か
く
、
説
話
（
あ
る
い
は
古
事
）
の
蒐

集
に
始
ま
っ
て
、
そ
れ
ら
を
取
捨
選
択
レ
な
が
ら
、
一
っ
の
「
集
」
と
い
う
形

態
に
整
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
編
者
は
各
話
の
配
置
の
仕
方
を
決
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
逆
推
理
の
形
と
な
る
が
（
実
際
の
手
順
で
は
な
く
、
結
果
か
ら
見

え
る
手
順
と
い
っ
て
も
よ
い
）
、
『
続
古
事
談
』
の
場
合
、
ま
ず
大
枠
と
し
て
、

第
一
王
道
后
宮
・
第
二
臣
節
と
、
各
巻
の
部
立
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
分
類
に
応

じ
た
内
容
の
話
が
配
分
さ
れ
る
。
そ
の
中
か
ら
巻
頭
話
が
選
ば
れ
、
そ
れ
に
続

く
話
の
配
列
の
順
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
そ
の
配
列
に
関
わ
る
連
繋
の
問
題
で
あ
る
。

『
続
古
事
談
』
の
場
合
、
第
一
巻
の
巻
頭
話
か
ら
賊
文
に
至
る
ま
で
数
珠
繋
ぎ

式
に
連
繋
し
て
い
る
。
そ
の
方
法
は
共
通
類
似
の
因
子
の
重
な
り
合
い
を
利
用

し
た
《
し
り
と
り
方
式
〉
を
中
心
に
、
時
に
連
歌
・
連
句
の
寄
合
・
付
合
の
連

想
様
式
、
及
び
和
歌
・
漢
詩
な
ど
に
見
ら
れ
る
言
語
遊
戯
を
も
応
用
し
た
連
鎖

で
あ
り
、
一
種
の
擬
似
連
話
と
言
っ
て
も
よ
い
。

　
な
お
、
テ
キ
ス
ト
は
群
書
類
従
本
を
用
い
、
一
話
を
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
と

捉
え
る
か
は
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
は
あ
る
に
し
て
も
、
便
宜
上
群
書
類
従
本
に

従
う
こ
と
に
す
る
。
煩
墳
を
避
け
る
た
め
に
説
話
番
号
は
通
し
番
号
を
用
い
、

第
ａ
話
は
【
ａ
】
と
表
示
す
る
。

、
孤
立
話

　
『
続
古
事
談
』
に
お
い
て
は
、
話
群
の
存
在
か
ら
説
話
の
配
列
の
仕
組
み
を

見
よ
う
と
す
る
方
法
が
あ
る
。
か
っ
て
、
志
村
有
弘
氏
は

　
　
本
書
の
説
話
配
列
法
は
、
同
類
説
話
を
同
一
箇
所
に
集
中
的
に
収
集
し
よ

　
　
う
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

と
述
べ
、
共
通
事
項
を
○
○
関
係
説
話
な
ど
と
ま
と
め
る
形
で
提
示
し
た
。
そ

の
後
、
小
林
保
治
氏
は
第
一
巻
の
分
析
か
ら
、



　
　
共
通
す
る
人
物
や
で
き
ご
と
の
状
況
、
事
柄
の
内
容
の
類
似
を
因
子
と
し

　
　
て
話
の
組
合
わ
せ
や
話
は
、
連
繋
が
配
慮
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

と
し
て
、
話
群
に
ま
と
め
た
。
「
同
類
を
並
べ
る
」
こ
と
か
ら
、
「
組
み
合
わ
せ

や
連
繋
」
へ
の
言
及
は
、
隣
接
話
相
互
の
連
関
を
一
歩
進
め
て
見
よ
う
と
す
る

姿
勢
と
な
る
。
だ
が
、
話
群
に
区
切
っ
て
し
ま
っ
て
捉
え
る
こ
と
は
、
時
と
し

て
連
繋
へ
の
道
を
閉
ざ
す
。
諸
話
の
話
群
化
の
中
で
、
孤
立
し
て
前
後
の
説
話

と
結
び
っ
か
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
、
両
氏
自
身
が
指
摘
し
て
い
る
。

　
志
村
氏
は
「
『
続
古
事
談
』
研
究
序
説
」
に
お
い
て
、
第
五
巻
諸
道
の
【
一

五
四
】
か
ら
【
ニ
ハ
八
】
の
共
通
事
項
の
分
析
の
中
で
、
整
然
と
諸
説
話
を
分

類
し
て
い
る
と
見
な
が
ら
、
巻
末
の
「
蘇
生
課
」
で
あ
る
【
ニ
ハ
六
】
の
み
が

共
通
項
が
な
く
、
前
説
話
と
結
び
っ
か
な
い
と
し
た
。

　
　
筆
師
の
説
話
と
言
う
も
の
の
内
容
は
明
ら
か
に
仏
教
説
話
で
あ
り
、
諸
道

　
　
の
部
に
入
れ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
神
杜
仏
寺
の
項
に
加
え
る
べ
き
性
質
の

　
　
も
の
で
あ
ろ
う

　
　
　
　

と
述
べ
る
。
し
か
し
、
第
四
神
杜
仏
寺
の
諸
話
は
、
特
定
の
神
社
仏
寺
に
関
す

る
話
ば
か
り
で
、
広
く
神
祇
説
話
・
仏
教
説
話
を
集
め
た
も
の
で
は
な
い
。
そ

れ
に
対
し
、
筆
師
能
定
の
不
動
信
仰
は
、
特
定
の
寺
杜
に
関
わ
る
も
の
で
は
な

く
、
第
四
巻
に
組
み
込
む
場
が
な
い
。
彼
は
「
御
筆
結
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、

筆
作
り
に
よ
っ
て
朝
家
に
奉
仕
す
る
官
人
で
あ
っ
た
。
第
五
諸
道
の
各
話
に
お

け
る
中
心
人
物
は
す
べ
て
、
朝
家
の
た
め
に
諸
道
諸
芸
を
も
っ
て
奉
仕
す
る
者

　
　
　
　
　
続
古
事
談
配
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考

た
ち
で
あ
る
。
筆
結
い
と
い
う
技
能
そ
の
も
の
に
及
ぶ
話
で
な
い
た
め
に
異
質

に
見
え
る
が
、
や
は
り
第
五
巻
し
か
適
当
と
い
え
る
部
立
は
な
い
。

　
孤
立
の
原
因
は
、
話
群
の
分
類
方
法
に
あ
る
。
「
共
通
類
似
」
に
対
す
る
定

義
の
枠
の
問
題
と
言
っ
て
も
よ
い
。
言
語
表
現
に
は
「
ま
る
で
○
○
の
ご
と

く
」
と
い
う
見
立
て
の
技
法
が
あ
る
。
見
立
て
も
連
想
に
よ
る
類
似
の
一
種
で

あ
る
。
【
一
六
七
】
に
お
い
て
、
下
野
前
司
義
家
は
白
川
院
が
八
幡
宮
へ
向
か

う
御
幸
の
前
駆
と
し
て
「
御
輿
チ
カ
ク
サ
ブ
ラ
ヒ
」
て
護
衛
を
し
た
。
【
一
六

八
】
の
「
ワ
カ
キ
童
千
一
不
動
自
身
あ
る
い
は
不
動
の
使
者
）
」
も
ま
た
、
烙

魔
王
宮
ま
で
の
道
の
り
を
「
ウ
シ
ロ
ニ
ソ
ヒ
テ
ハ
ナ
レ
ズ
」
、
ま
る
で
義
家
の

よ
う
に
能
定
を
護
衛
す
る
。
他
に
も
共
通
項
が
あ
る
。
能
定
の
蘇
生
は
「
嘉
承

元
年
ノ
夏
」
、
前
話
【
ニ
ハ
七
】
と
同
様
、
「
白
川
院
位
ノ
御
時
」
で
あ
る
。
世

の
中
の
様
相
は
と
言
え
ば
、
「
世
ノ
中
サ
ハ
ガ
シ
ク
シ
テ
」
「
山
三
井
寺
ノ
大
衆

オ
コ
リ
タ
リ
ケ
ル
コ
ロ
」
と
、
疫
病
の
流
行
・
僧
兵
の
蜂
起
と
世
情
不
安
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
娼
魔
王
は
冥
界
の
王
で
あ
り
、
仏
教
神
と
し
て
信
仰
の
対
象

と
な
っ
た
。
八
幡
も
ま
た
神
で
あ
る
。
ま
た
、
主
従
と
い
う
紐
帯
に
よ
っ
て
義

家
は
白
川
院
を
守
護
す
る
義
務
が
あ
り
、
信
仰
と
い
う
紐
帯
に
よ
っ
て
不
動
は

能
定
を
守
る
義
務
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
白
川
院
が
在
位
の
時
代
の
世
情
不
安

の
折
、
守
護
す
べ
き
人
物
が
神
の
宮
殿
へ
向
か
う
の
を
護
衛
し
た
と
い
う
点
で
、

義
家
と
不
動
の
行
為
は
共
通
す
る
。
こ
の
共
通
点
で
両
話
は
結
ば
れ
る
。

　
次
に
、
小
林
氏
が
「
続
古
事
談
の
方
法
　
第
一
「
王
道
后
宮
」
の
場
合
－
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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で
挙
げ
た
、
前
後
の
話
と
明
白
な
連
絡
関
係
を
見
せ
な
い
「
孤
立
話
」
【
二
八
】

を
見
て
み
よ
う
。
小
林
氏
は
「
視
点
を
か
え
て
」
、
【
一
六
】
－
【
二
八
】
を
宮

廷
の
儀
式
と
生
活
作
法
の
事
例
群
と
捉
え
直
す
こ
と
で
、
孤
立
話
の
解
消
を
図

　
＠っ

た
。
事
例
群
と
い
う
話
題
の
流
れ
は
連
想
に
よ
る
連
繋
の
一
つ
だ
ろ
う
。
だ

が
、
話
群
の
変
更
や
拡
大
で
は
、
前
後
の
話
と
の
緊
密
な
連
絡
は
や
は
り
見
え

て
こ
な
い
。

　
【
二
七
】
と
【
二
八
】
の
共
通
類
似
の
因
子
は
「
為
政
者
の
遊
び
の
た
め
の

お
出
か
け
」
に
あ
る
。
【
二
七
】
白
川
院
が
花
見
に
「
法
勝
寺
ニ
オ
ハ
シ
マ
シ

テ
」
、
蹴
鞠
に
興
じ
た
こ
と
か
ら
、
【
二
八
】
嵯
峨
天
皇
が
「
嵯
峨
ノ
別
業
ナ
ド

ニ
常
ニ
オ
ハ
シ
マ
シ
」
て
、
朝
政
も
せ
ず
に
遊
ん
で
い
た
こ
と
に
連
想
が
及
ぶ

の
で
あ
る
。

　
同
時
に
、
【
二
三
】
－
【
二
八
】
に
は
、
文
中
に
登
載
さ
れ
た
和
歌
を
巧
み

に
利
用
し
て
の
お
も
し
ろ
い
連
繋
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
【
二
三
】
鳥
羽
院
の

宇
治
御
幸
の
折
り
、
「
時
ノ
花
」
家
成
が
富
家
殿
の
は
か
ら
い
で
、
経
蔵
に
特

別
に
同
行
を
許
さ
れ
た
先
例
か
ら
、
後
白
河
院
の
宇
治
御
幸
の
際
、
院
の
寵
愛

を
受
け
て
い
る
自
分
も
「
メ
シ
ア
ラ
ム
ズ
ラ
ム
」
と
心
待
ち
に
し
て
い
た
信
頼

だ
が
、
「
召
事
ナ
ク
テ
ヤ
ミ
ニ
ケ
レ
バ
、
人
シ
レ
ズ
ム
ツ
ケ
ハ
ラ
ダ
チ
ケ
ル
」

と
い
う
次
第
で
、
〈
思
う
事
（
一
つ
）
が
叶
わ
な
か
っ
た
〉
。
【
二
四
】
後
中
書

王
が
賀
茂
で
詠
ん
だ
「
思
フ
事
モ
ロ
ヤ
ナ
ガ
ラ
ニ
カ
ナ
ヒ
ナ
バ
御
手
洗
川
ノ
シ

ル
シ
ト
思
ハ
ン
」
は
、
〈
思
う
事
（
二
つ
）
が
両
方
叶
っ
て
ほ
し
い
〉
と
願
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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歌
。
【
二
五
】
威
子
の
立
后
で
三
后
冊
立
を
果
た
し
た
道
長
の
歌
は
、
「
此
世
ヲ

バ
我
ヨ
ト
ゾ
思
モ
チ
月
ノ
カ
ケ
タ
ル
事
モ
ナ
シ
ト
思
ヘ
バ
」
で
、
〈
思
う
事

（
三
っ
）
が
す
べ
て
叶
っ
た
〉
喜
び
を
詠
ん
だ
。
と
い
う
わ
け
で
、
こ
う
あ
っ

て
欲
し
い
と
思
う
、
願
い
事
に
関
す
る
状
況
が
、
順
次
変
化
す
る
仕
組
み
で
あ

る
。
【
二
三
】
の
失
望
か
ら
【
二
五
】
の
満
足
へ
の
問
に
、
【
二
四
】
の
神
へ
の

祈
り
が
入
り
、
そ
の
お
か
げ
で
願
い
が
叶
っ
た
か
の
ご
と
く
、
【
二
五
】
の
歌

へ
連
な
る
の
も
計
算
の
上
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
各
人
の
願
望
の
数
は
一
・
二

・
三
と
増
加
し
て
ゆ
き
、
【
二
三
】
で
信
頼
か
ら
不
満
の
は
け
口
と
さ
れ
た
範

家
は
三
位
、
【
二
四
】
の
後
中
書
王
は
二
品
、
【
二
五
】
の
道
長
は
従
一
位
と
、

位
階
の
数
字
は
減
少
し
て
ゆ
く
と
い
う
数
字
遊
び
も
存
在
す
る
。

　
【
二
五
】
の
歌
の
「
モ
チ
月
」
は
、
【
二
六
】
の
定
頼
の
歌
「
日
影
サ
ス
雲
ノ

上
人
コ
ザ
リ
セ
バ
豊
ノ
明
リ
ヲ
イ
カ
デ
シ
ラ
マ
シ
」
の
「
雲
ノ
上
」
「
明
リ
」

と
縁
語
関
係
に
あ
り
、
二
首
の
歌
は
望
月
の
明
る
さ
に
対
し
て
、
太
陽
の
明
る

さ
を
詠
ん
だ
点
で
一
対
に
な
ろ
う
。
こ
の
定
頼
の
歌
の
く
来
な
か
っ
た
な
ら
Ｖ

と
い
う
条
件
に
合
わ
せ
て
、
【
二
七
】
で
は
、
「
山
桜
タ
ヅ
ヌ
ト
聞
ト
サ
ソ
ハ
レ

ヌ
老
ノ
心
ノ
ア
ク
ガ
ル
・
カ
ナ
」
御
返
「
山
深
ク
尋
ニ
ハ
コ
デ
桜
花
ナ
ニ
カ
心

ヲ
ア
ク
ガ
ラ
ス
ラ
ム
」
と
い
う
二
首
の
歌
が
続
く
。
花
見
の
た
め
の
白
川
院
行

幸
の
御
供
に
加
わ
ら
ず
、
法
勝
寺
に
〈
来
な
か
っ
た
〉
殿
と
、
白
川
院
と
の
贈

答
歌
で
あ
る
。
〈
来
な
か
っ
た
Ｖ
と
い
う
の
は
そ
の
場
に
〈
い
な
か
っ
た
〉
と

い
う
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
嵯
峨
天
皇
が
「
ミ
ヅ
カ
ラ
ア
サ
マ
ツ
リ
ゴ
ト
ニ
ア



ハ
セ
給
ハ
ザ
リ
ケ
ル
ナ
リ
」
の
理
由
が
、
嵯
峨
の
別
業
へ
常
に
出
か
け
て
い
て
、

朝
政
の
場
に
出
て
来
な
い
た
め
に
く
い
な
か
っ
た
Ｖ
か
ら
だ
、
と
い
う
【
二

八
】
に
つ
な
が
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

　
こ
の
種
の
言
語
遊
戯
は
他
に
も
例
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
第
五
巻
諸
道
の

【
一
六
四
】
【
一
六
五
】
【
＝
ハ
六
】
。
【
一
六
四
】
強
盗
保
輔
は
捕
ら
え
ら
れ
る

に
及
ん
で
、
「
カ
タ
ナ
ヲ
ヌ
キ
テ
腹
ヲ
サ
シ
キ
リ
テ
」
腸
を
掴
み
出
し
、
自
殺

を
図
っ
た
。
【
ニ
ハ
五
】
検
非
違
使
の
判
官
を
装
っ
た
盗
人
は
、
奈
良
の
僧
綱

た
る
房
主
に
取
り
つ
き
、
「
カ
タ
ナ
ヲ
ヌ
キ
テ
サ
シ
ア
テ
・
」
脅
し
、
要
求
条

件
を
呑
ま
せ
た
。
【
一
六
六
】
法
住
寺
で
文
行
と
正
輔
は
語
い
を
起
こ
し
、
怒

っ
た
文
行
が
「
タ
チ
ヲ
ヌ
カ
ン
ト
シ
ケ
ル
ヲ
」
、
そ
ば
に
い
た
重
通
の
父
が
大

力
で
押
さ
え
て
抜
か
せ
な
か
っ
た
。
事
情
と
結
果
は
大
き
く
異
な
る
も
の
の
、

〈
刀
を
抜
く
ｖ
と
い
う
行
為
に
関
わ
る
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
が
続
く
。
し

か
も
「
カ
タ
ナ
ヲ
ヌ
キ
テ
腹
ヲ
サ
シ
キ
リ
テ
」
「
カ
タ
ナ
ヲ
ヌ
キ
テ
サ
シ
ア

テ
・
」
「
タ
チ
ヲ
ヌ
カ
ン
ト
シ
ケ
ル
ヲ
」
と
抜
き
出
す
と
、
ま
る
で
時
問
的
に

遡
上
し
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
持
た
せ
る
よ
う
な
変
化
が
あ
る
。

　
【
二
八
】
に
戻
ろ
う
。
【
二
七
】
と
【
二
八
】
が
運
繋
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ

の
よ
う
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
【
二
八
】
と
【
二
九
】
は
ど
う
か
。
【
二
八
】
の

「
放
逸
」
な
嵯
峨
天
皇
は
、
本
来
天
皇
の
な
す
べ
き
仕
事
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
「
ミ
ヅ
カ
ラ
ァ
サ
マ
ツ
リ
ゴ
ト
ニ
ァ
ハ
セ
給
」
わ
な
か
っ
た
。
【
二
九
】

の
寛
平
法
皇
も
殺
生
禁
断
の
令
を
出
し
た
翌
年
、
「
ミ
ヅ
カ
ラ
タ
カ
ガ
リ
ヲ
シ
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給
」
う
。
両
天
皇
は
天
皇
自
ら
な
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
行
っ
た
点
で
同
類

で
あ
る
。
ま
た
、
【
二
八
】
に
引
用
さ
れ
る
「
微
旦
取
衣
領
会
者
少
」
と
い
う

本
文
は
、
【
二
九
】
の
善
宰
相
が
管
丞
相
に
忠
告
す
る
に
当
た
っ
て
引
い
た
、

「
難
離
朱
之
眼
不
見
魔
上
塵
、
難
仲
尼
之
才
不
知
箱
中
物
」
の
句
と
同
様
、
〈
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
Ｖ
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
。
こ
れ
も
ま
た
、
先
述
し
た
和

歌
の
例
と
同
様
、
引
用
の
漢
文
を
利
用
し
た
言
語
遊
戯
で
寄
せ
合
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

二
、
擬
似
連
話

　
以
上
の
よ
う
な
分
析
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
続
古
事
談
』
は
、
分
類
し

た
話
群
を
羅
列
す
る
の
で
は
な
く
、
隣
接
話
相
互
に
共
通
類
似
の
因
子
を
持
つ

こ
と
で
連
接
し
な
が
ら
、
部
立
に
応
じ
た
話
題
の
流
れ
を
持
つ
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
話
群
そ
の
も
の
が
、
何
ら
か
の
基
準
を
用
い
た
共
通
類
似
の
因
子
を

ま
と
ま
っ
て
共
有
す
る
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
か
ら
、
話
題
を
転
じ
て
も
、
話

群
と
話
群
の
隣
接
部
分
に
当
た
る
二
話
に
別
の
共
通
類
似
の
因
子
が
存
在
す
れ

ば
、
連
繋
の
面
で
は
途
切
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
を
単
純
化
し
て
説
明
し
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
．
Ｄ
と

い
う
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
四
話
が
あ
る
と
す
る
。
Ａ
と
Ｂ
に
は
ｘ
，
Ｂ
と
Ｃ

に
は
ｙ
，
Ｃ
と
Ｄ
に
は
ｚ
と
い
う
共
通
類
似
の
因
子
が
あ
れ
ば
、
Ａ
か
ら
Ｄ
ま

で
連
繋
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
三
話
に
は
さ
ら
に
Ｐ
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と
い
う
共
通
類
似
の
因
子
が
あ
っ
て
、
Ｄ
に
は
Ｐ
に
相
当
す
る
部
分
が
な
け
れ

ば
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
を
Ｐ
で
ま
と
ま
っ
た
話
群
と
捉
え
た
時
に
、
Ｄ
は
孤
立
話
に

な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
三
話
に
ｑ
と
い
う
共
通
類
似
の
因

子
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
話
群
の
基
準
を
ｑ
に
設
定
し
た
時
に
は
、
Ａ
は
ま
た
孤

立
し
て
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
Ｐ
が
部
立
に
応
じ
た
内
容
で
あ
り
、
ｑ
が
話
の
主

題
・
部
立
に
直
結
し
な
い
内
容
や
言
語
遊
戯
で
あ
っ
た
場
合
、
我
々
は
ｑ
を
見

落
と
し
が
ち
で
あ
る
。
前
項
で
取
り
上
げ
た
【
二
八
】
【
ニ
ハ
六
】
は
、
こ
の

よ
う
な
事
情
で
孤
立
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
続
古
事
談
』
編
者
が
生
き
た
時
代
は
、
百
韻
連
句
や
鎖
連
歌
の
よ
う
に
長

く
連
ね
る
の
が
流
行
定
着
し
て
い
っ
た
時
期
に
重
な
り
合
う
。
連
歌
・
連
句
の

特
色
と
し
て
、
伊
地
知
鉄
男
氏
は

　
　
連
歌
・
連
句
の
各
句
に
は
、
は
じ
め
か
ら
独
立
し
完
結
す
る
こ
と
が
要
請

　
　
さ
れ
る
が
、
そ
の
独
立
や
完
結
は
最
後
ま
で
他
を
反
発
し
た
り
排
除
し
あ

　
　
う
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
後
の
句
相
互
の
問
に
は
な
ん
ら
か
の
意
味
で

　
　
た
が
い
に
触
発
し
、
融
合
し
、
映
発
し
あ
う
因
子
（
そ
れ
を
寄
合
・
付
合

　
　
と
い
う
）
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
る

　
　
　
＠

と
説
い
た
。
そ
の
因
子
に
よ
る
様
々
な
連
想
作
用
か
ら
、
全
体
を
規
制
す
る
文

字
数
、
韻
字
、
賦
物
な
ど
の
条
件
を
も
満
た
し
っ
っ
、
直
列
的
に
連
鎖
・
展
開

す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
基
準
で
ま
と
め
ら
れ
る
同
類

の
句
群
を
見
出
し
た
と
し
て
も
、
各
句
の
順
序
を
替
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

八
二

る
。　

説
話
集
に
限
ら
ず
、
歌
集
や
詩
集
・
抄
物
に
し
ろ
、
配
列
が
必
要
な
も
の
の

場
合
、
部
立
に
よ
る
配
分
の
中
で
も
、
配
置
の
順
は
各
々
に
工
夫
さ
れ
て
い
る

は
ず
だ
が
、
そ
れ
は
連
歌
や
連
句
の
よ
う
に
〈
付
け
て
い
く
〉
質
の
も
の
で
は

な
い
。
そ
れ
で
も
も
し
、
故
事
を
集
め
、
配
列
す
る
と
き
に
、
「
集
」
の
体
裁

と
構
想
を
保
持
し
っ
つ
、
連
繋
の
方
法
に
連
歌
や
連
句
の
寄
合
・
付
合
と
呼
ば

れ
る
連
想
様
式
、
あ
る
い
は
和
歌
・
漢
詩
の
技
法
に
見
ら
れ
る
言
語
遊
戯
の
連

想
を
応
用
し
て
用
い
れ
ば
、
各
話
の
配
列
は
直
列
の
連
繋
の
相
を
帯
び
て
く
る
。

も
と
も
と
、
蒐
集
さ
れ
た
話
は
各
自
「
独
立
し
完
結
」
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

前
話
の
中
に
あ
る
因
子
（
単
数
と
は
限
ら
な
い
）
か
ら
連
想
さ
れ
る
、
広
い
意

味
で
の
共
通
類
似
の
も
の
を
内
包
す
る
話
を
選
び
出
し
、
ま
た
そ
こ
に
別
の
因

子
を
見
っ
け
て
、
次
話
へ
っ
な
が
る
よ
う
に
と
同
じ
作
業
を
繰
り
返
す
。
共
通

類
似
の
因
子
は
、
小
林
氏
が
挙
げ
た
「
共
通
す
る
人
物
や
で
き
ご
と
の
状
況
、

事
柄
の
内
容
」
の
類
似
の
他
、
連
歌
・
連
句
と
同
様
、
語
句
そ
の
も
の
や
余
韻

と
し
て
残
る
情
趣
に
も
及
ぶ
。
無
論
、
そ
れ
は
『
続
古
事
談
』
全
巻
を
通
じ
て
、

特
に
近
接
す
る
話
の
中
で
普
遍
的
な
存
在
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、

句
で
は
な
く
話
を
〈
付
け
た
〉
よ
う
に
見
せ
な
が
ら
、
予
定
し
て
い
る
方
向
へ

と
話
題
の
流
れ
を
作
り
つ
つ
、
収
束
さ
せ
て
い
く
。
『
続
古
事
談
』
の
連
繋
方

法
は
、
基
本
的
に
こ
の
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
全
巻
を
通
じ
て
こ
の
よ
う
な
連
繋
の
糸
が
断
た
れ
て
い
る
所
は
な
い
が
、
紙



数
の
都
合
上
、
第
一
話
か
ら
敗
文
に
至
る
ま
で
の
分
析
を
行
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
連
繋
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
重
層
的
な
作
品
世
界
の
読

解
分
析
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
、
第
一
巻
の
初
め
の
部
分
の
分
析
を
、

今
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
言
語
遊
戯
の
面
に
焦
点
を
当
て
て
行
い
、
そ
の
他

の
部
分
に
見
ら
れ
る
同
様
の
技
法
例
を
注
記
に
示
し
て
ゆ
く
方
法
を
取
り
た
い
。

　
ま
ず
、
『
続
古
事
談
』
冒
頭
の
損
亡
説
話
群
と
呼
ば
れ
る
六
話
を
見
て
み
よ

う
。
【
一
】
は
、
一
条
院
と
延
喜
帝
が
極
寒
の
夜
、
人
民
の
寒
さ
を
思
っ
て
衣

を
脱
い
だ
話
。
そ
の
最
後
の
文
章
「
御
衣
ヲ
ヌ
ギ
テ
夜
御
殿
ヨ
リ
ナ
ゲ
ィ
ダ
シ

給
ケ
ル
ト
イ
ヒ
ツ
タ
ヘ
タ
リ
」
の
、
「
御
衣
ヲ
ヌ
ギ
テ
」
か
ら
連
想
が
始
ま
る
。

「
衣
」
の
縁
語
に
「
解
く
」
が
あ
り
、
【
二
】
の
狂
気
の
冷
泉
院
が
ま
ず
「
シ
ル

シ
ノ
カ
ラ
ゲ
ヲ
解
テ
ァ
ケ
ム
」
と
し
た
こ
と
へ
と
話
は
繋
げ
ら
れ
る
。
次
に

「
衣
ヲ
ヌ
ギ
テ
」
は
「
衣
ヲ
ヌ
キ
テ
」
と
書
い
た
。
「
ヌ
キ
」
の
同
音
に
「
抜

き
」
が
あ
る
。
冷
泉
院
は
こ
の
後
「
賓
劔
ヲ
モ
ヌ
カ
ム
」
と
し
た
が
、
宝
剣
の

霊
威
に
「
ヲ
ヂ
テ
ヌ
キ
給
ハ
ザ
リ
ケ
リ
」
と
、
掛
詞
式
に
連
想
が
院
の
行
為
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

向
か
う
。
延
喜
帝
は
衣
を
解
い
て
脱
い
だ
が
、
冷
泉
院
は
解
い
た
も
の
の
抜
く

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
【
二
】
の
最
後
に
宝
剣
は
「
目
ノ
前
ニ
ウ
セ
ニ
キ
」
と
平
家
滅
亡
の
折
、
海

に
沈
ん
だ
こ
と
を
ほ
の
め
か
す
が
、
こ
の
「
賓
劔
」
か
ら
【
三
】
の
冒
頭
部

「
東
宮
ノ
御
マ
モ
リ
ニ
ツ
ボ
キ
リ
ト
云
太
刀
」
が
想
起
さ
れ
る
。
ま
た
、
【
二
】

の
冷
泉
院
に
よ
っ
て
解
か
れ
た
「
シ
ル
シ
ノ
筥
ノ
カ
ラ
ゲ
」
を
紀
氏
の
内
侍
が
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「
モ
ト
ノ
ゴ
ト
ク
」
か
ら
げ
直
し
た
行
為
は
、
【
三
】
の
最
後
の
部
分
に
記
さ
れ

る
、
「
ツ
ボ
キ
リ
ノ
太
刀
」
が
焼
け
て
「
身
バ
カ
リ
」
に
な
っ
た
の
を
、
柄
と

鞘
を
新
し
く
作
り
、
元
の
如
く
に
直
し
た
行
為
に
通
ず
る
。
【
三
】
の
「
ツ
ボ

キ
リ
」
と
い
う
太
刀
の
名
か
ら
、
同
音
の
「
壷
」
が
連
想
さ
れ
る
。
鞘
に
刀
身

を
納
め
る
の
を
、
器
に
物
を
入
れ
る
と
見
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
、
【
四
】
で
は
、

小
さ
な
も
の
か
ら
大
き
な
も
の
に
転
じ
て
、
酒
を
入
れ
る
三
十
石
入
り
の
大
刀

自
と
い
う
壼
が
ま
ず
話
題
と
な
る
。
大
刀
自
も
、
地
中
か
ら
抜
け
出
て
「
身
バ

カ
リ
」
と
な
っ
て
横
た
わ
っ
た
。
【
四
】
の
最
後
に
大
刀
自
・
小
刀
自
・
次
刀

白
と
壼
の
名
が
並
べ
ら
れ
る
の
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
【
五
】
に
は
「
油
漏
器
」

に
始
ま
っ
て
、
「
火
ヲ
ケ
」
「
タ
“
ラ
」
「
御
テ
ウ
シ
」
と
、
同
じ
容
器
の
器
物

尽
く
し
が
展
開
さ
れ
る
。

　
【
五
】
の
最
後
の
文
章
「
雅
忠
典
薬
頭
ノ
時
ア
タ
ラ
シ
キ
銀
ヲ
（
中
略
一
ソ

ナ
ヘ
ケ
リ
」
の
「
典
薬
頭
」
か
ら
、
「
典
薬
寮
明
堂
固
」
が
記
憶
の
中
か
ら
呼

び
出
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
、
【
六
】
へ
と
続
く
。
【
六
】
は
、
「
カ
ヤ
ウ
ノ
累
代

ノ
賓
物
、
今
ハ
一
モ
ノ
コ
ル
物
ナ
シ
」
で
終
わ
る
。
こ
の
「
賓
物
」
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

【
七
】
の
「
カ
ノ
大
明
神
居
給
タ
リ
ケ
ル
キ
ヌ
」
と
「
ツ
ク
リ
タ
ル
龍
」
が
連

想
さ
れ
る
。
坊
門
尼
が
上
賀
茂
に
祈
請
し
た
折
、
霊
夢
に
大
明
神
が
「
キ
ヌ
ノ

ソ
デ
」
の
上
に
現
れ
、
男
子
出
生
を
告
げ
て
、
「
ツ
ク
リ
タ
ル
龍
」
を
与
え
た

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
、
鳥
羽
院
に
奉
ら
れ
た
「
ツ
ク
リ
タ
ル
龍
」
も
御
正

体
と
し
て
別
宮
に
祀
ら
れ
た
「
キ
ヌ
」
も
「
賓
物
」
で
あ
る
。
新
し
い
宝
物
の
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続
古
事
談
配
列
考

出
現
で
あ
る
。

　
【
一
】
と
【
二
】
の
「
ヌ
ク
」
や
、
【
二
】
と
【
三
】
の
「
ツ
ボ
」
な
ど
の
よ

う
に
、
同
音
あ
る
い
は
同
字
を
連
繋
に
利
用
し
た
類
例
に
第
一
巻
巻
末
の
【
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

五
】
【
三
六
】
の
例
が
あ
る
。
【
三
五
】
【
＝
エ
ハ
】
は
聖
子
・
任
子
の
名
字
定
め

に
関
す
る
話
だ
が
、
【
三
五
】
で
は
「
壬
」
の
字
が
話
題
に
な
る
。
「
ハ
ラ
ム
ト

云
ヨ
ミ
」
の
あ
る
「
和
」
と
、
「
ム
ナ
シ
ト
云
ヨ
ミ
」
が
あ
る
「
壬
」
で
成
る

「
聖
」
の
字
を
付
け
た
「
聖
子
」
と
い
う
名
は
、
「
ム
ナ
シ
キ
子
ヲ
ハ
ラ
ミ
タ
ラ

ム
」
で
偉
り
が
あ
る
と
難
ぜ
ら
れ
た
と
お
り
、
聖
子
は
「
水
ヲ
オ
ホ
ラ
カ
ニ
」

産
ん
だ
と
い
う
。
「
ハ
タ
シ
テ
ム
ナ
シ
キ
子
ナ
リ
」
と
い
う
わ
け
だ
が
、
こ
の

「
壬
」
の
字
、
次
の
【
二
エ
ハ
】
の
「
任
子
ト
云
御
名
」
に
も
存
在
す
る
。
「
和
十

壬
」
↓
「
イ
十
壬
」
の
連
想
で
、
漢
詩
の
離
合
の
応
用
で
あ
る
。

　
【
二
】
【
三
】
、
【
三
】
【
四
】
に
用
い
ら
れ
た
同
類
の
行
為
と
見
立
て
る
技
法

は
、
第
一
巻
の
【
三
三
】
【
三
四
】
を
も
つ
な
ぐ
。
【
三
三
】
興
福
寺
南
円
堂
の

「
成
功
」
を
請
う
た
関
白
大
二
条
殿
は
、
後
三
条
帝
の
拒
絶
に
対
し
、
藤
原
氏

の
上
達
部
全
員
を
引
き
連
れ
て
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
【
三
四
】
「
大
和
國
ソ

フ
ノ
上
ノ
郡
」
の
「
小
山
」
が
大
移
動
し
、
「
オ
ヒ
タ
ル
ウ
ヘ
木
モ
ハ
タ
ラ
カ

ズ
シ
テ
ウ
ツ
シ
オ
キ
タ
リ
ケ
リ
」
と
い
う
地
変
が
起
こ
っ
た
。
藤
原
氏
の
氏
の

長
者
た
る
関
白
大
二
条
殿
を
「
小
山
」
に
、
小
山
の
上
に
生
え
て
い
る
木
々
を
、

関
白
大
二
条
殿
の
「
ミ
ナ
マ
カ
リ
タ
テ
」
の
命
令
に
従
っ
た
藤
原
氏
の
上
達
部

に
見
立
て
る
と
、
両
話
の
く
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
の
大
移
動
Ｖ
の
状
況
が
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

似
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
い
で
に
指
摘
す
る
と
、
興
福
寺
南
円
堂
は

大
和
国
添
上
郡
に
あ
る
。

　
【
四
】
【
五
】
に
用
い
ら
れ
た
「
も
の
尽
く
し
」
は
、
連
繋
に
も
応
用
さ
れ
る
。

ま
ず
、
【
一
】
【
二
】
【
三
】
の
書
き
出
し
に
は
、
「
帝
王
」
「
疎
璽
賓
劔
」
「
東

宮
」
と
、
朝
家
の
象
徴
的
存
在
が
連
ね
ら
れ
、
【
四
】
【
五
】
【
六
】
の
書
き
出

し
に
は
、
「
造
酒
司
」
「
主
殿
寮
」
「
典
薬
寮
」
と
役
所
の
名
が
並
ぶ
。
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
分
か
り
や
す
い
が
、
少
々
機
知
を
要
す
る
例
を
示
そ
う
。
第
五
巻
の
中
問
部

に
は
管
弦
の
名
手
た
ち
の
話
が
続
く
。
【
一
四
九
】
【
一
五
〇
】
【
一
五
一
】
で

話
題
に
な
っ
た
の
は
玄
象
と
い
う
琵
琶
、
陵
王
と
い
う
舞
の
伴
奏
の
笛
、
試
楽

の
太
鼓
の
演
奏
に
関
し
て
。
こ
の
「
琵
琶
」
「
陵
王
」
「
太
鼓
」
に
は
共
通
す
る

も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
陵
王
」
の
舞
人
は
右
手
に
檸
を
持
っ
て
登
場
し
、

「
琵
琶
」
や
「
太
鼓
」
も
援
を
持
つ
〈
バ
チ
尽
し
〉
。

　
ま
た
、
第
六
巻
、
【
一
七
九
】
の
漢
の
文
帝
は
上
書
の
袋
を
縫
い
集
め
て

「
帳
ニ
タ
レ
テ
」
倹
約
し
、
【
一
八
○
】
の
丞
相
丙
吉
は
異
常
な
暑
さ
の
た
め
か

「
一
牛
ノ
ア
ヘ
ク
」
の
に
出
会
っ
て
顔
色
を
変
え
、
【
一
八
一
】
の
陳
平
は
国
王

へ
の
返
答
に
窮
し
て
、
「
ソ
ノ
ア
セ
衣
ヲ
ト
ヲ
リ
ニ
ケ
リ
」
と
い
う
有
様
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
何
が
共
通
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
文
帝
が
「
帳
に
垂
ら
す
」
、

牛
が
暑
く
て
「
舌
を
垂
ら
す
」
、
陳
平
が
「
汗
を
垂
ら
す
」
と
な
っ
て
。
全
て

く
垂
ら
す
も
の
Ｖ
。
ま
る
で
な
ぞ
な
ぞ
の
よ
う
で
あ
る
。

　
同
一
人
物
が
連
続
し
て
登
場
す
る
こ
と
も
、
物
尽
く
し
の
特
殊
型
生
言
え
る
。



そ
こ
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
、
第
一
巻
の
【
一
一
】
【
二
一
】
【
二
二
】
に
登

場
す
る
為
隆
、
第
四
巻
の
【
九
五
】
【
九
六
】
【
九
七
】
の
八
幡
な
ど
、
同
一
の

人
物
や
神
仏
が
連
続
し
て
登
場
す
る
の
は
必
ず
三
話
ま
で
で
、
四
話
以
上
の
例

　
　
Ｑ

は
な
い
。
連
句
や
連
歌
同
様
、
同
種
の
連
想
が
続
き
過
ぎ
る
の
を
嫌
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
人
物
に
関
す
る
遊
び
で
は
、
第
二
巻
の
【
六
六
】
【
六
八
】
に
土

御
門
右
大
臣
師
房
が
登
場
し
、
そ
れ
と
交
互
に
、
師
房
の
子
俊
房
と
顕
房
が
ど

ち
ら
も
「
大
臣
ニ
イ
タ
ル
ベ
シ
」
の
予
告
に
か
ら
ん
で
【
六
七
】
【
六
九
】
に

登
場
す
る
。
他
の
共
通
類
似
の
因
子
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
が
、
ち
ょ
っ
と
し

た
〈
大
臣
父
子
〉
の
賦
物
風
に
な
っ
て
い
る
。

　
賦
物
風
の
言
語
遊
戯
は
第
一
巻
の
【
一
】
か
ら
【
六
】
に
も
見
ら
れ
る
。

　
【
一
】
イ
ヒ
ツ
タ
ヘ
タ
リ
。

　
【
二
】
ウ
セ
ニ
キ
。

　
【
三
】
ヤ
ケ
テ
身
バ
カ
リ
ノ
コ
リ
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
ツ
カ
サ
ヤ
ヲ
作
リ
テ
グ
セ

ラ
レ
タ
ル
也
。

　
【
四
】
ミ
ナ
ウ
チ
ワ
リ
テ
ケ
リ
。

　
【
五
】
ア
タ
ラ
シ
キ
銀
ヲ
フ
ル
キ
ニ
マ
ゼ
テ
ウ
チ
カ
ヘ
テ
供
御
ニ
ソ
ナ
ヘ
ケ

フ
Ｏ　

【
六
】
今
ハ
一
モ
ノ
コ
ル
モ
ノ
ナ
シ
。

　
各
話
の
末
尾
で
あ
る
。
奇
数
番
号
の
話
は
当
代
ま
で
損
じ
つ
つ
も
伝
わ
っ
て

い
る
こ
と
室
言
い
、
偶
数
番
号
の
話
は
す
で
に
失
わ
れ
た
こ
と
重
言
う
。
例
え

　
　
　
　
　
続
古
事
談
配
列
考

て
言
う
な
ら
、
奇
数
番
号
話
が
連
歌
の
長
句
、
偶
数
番
号
話
が
短
句
の
役
割
を

持
ち
、
賦
題
は
「
伝
失
」
と
な
ろ
う
か
。
後
鳥
羽
院
時
代
の
長
連
歌
の
賦
題
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

し
て
、
よ
く
例
に
挙
げ
ら
れ
る
「
黒
白
」
の
よ
う
な
対
称
題
を
思
わ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

　
『
続
古
事
談
』
に
用
意
さ
れ
た
古
事
は
、
出
典
研
究
の
成
呆
が
示
す
よ
う
に

抄
録
と
い
う
べ
き
性
質
を
帯
び
て
い
る
か
ら
、
内
谷
に
よ
っ
て
文
章
の
長
短
は

避
け
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
連
歌
・
連
句
の
よ
う
に
定
型
に
支
え
ら
れ
る
押
韻

や
対
句
な
ど
は
望
み
え
な
い
。
例
え
て
言
う
な
ら
、
何
人
か
の
人
間
が
順
番
に

知
っ
て
い
る
古
事
を
語
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
時
の
条
件
と
し
て
、
連

歌
・
連
句
の
発
想
を
応
用
し
な
が
ら
、
必
ず
前
者
が
提
示
し
た
古
事
の
内
容
や

語
句
な
ど
を
受
け
止
め
て
、
連
想
式
に
な
に
が
し
か
の
関
連
や
共
通
性
の
あ
る

も
の
、
対
に
な
る
も
の
、
機
知
に
富
ん
だ
言
語
遊
戯
と
な
る
も
の
な
ど
を
含
み

込
ん
だ
内
容
の
古
事
を
披
露
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
場
を
想

定
し
て
み
る
と
、
隣
接
話
相
互
の
連
繋
プ
レ
ー
が
見
え
て
こ
よ
う
。
こ
う
し
て

順
次
話
を
付
け
て
い
く
中
に
読
者
は
お
も
し
ろ
さ
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
。

　
隣
接
話
相
互
の
共
通
類
似
の
因
子
と
し
て
、
対
句
に
な
る
も
の
は
『
続
古
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

談
』
各
所
に
散
見
す
る
が
、
【
一
五
】
【
一
六
】
の
金
と
銀
も
ま
た
一
対
と
し
て

言
語
遊
戯
が
あ
る
。
【
一
五
】
の
最
後
で
後
一
条
帝
を
謀
り
、
砂
「
金
」
を
懐

に
入
れ
て
出
て
行
っ
た
偉
大
納
言
道
綱
が
、
続
い
て
【
一
六
】
の
地
火
櫨
の
行

事
で
は
、
「
銀
」
で
土
鍋
を
作
り
芋
粥
を
中
に
入
れ
た
、
と
始
め
る
と
こ
ろ
が

一
興
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



　
　
　
　
　
続
古
事
談
配
列
考

　
こ
の
偉
大
納
言
道
綱
か
ら
次
の
【
一
七
】
の
話
題
の
人
物
「
無
才
ノ
者
」
国

資
が
連
想
さ
れ
る
の
は
、
道
綱
が
『
小
右
記
』
に
「
一
文
不
通
人
」
と
書
か
れ

　
　
　
＠

る
ご
と
く
、
才
無
き
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
で
、
連
句
・
連
歌
に
古
事
や
本
文
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ど
に
よ
る
連
想
で
繋
ぐ
寄
合
の
技
法
と
同
種
で
あ
る
。

　
ま
た
、
院
政
期
の
連
句
に
は
当
意
即
妙
の
機
知
と
譜
諺
に
富
ん
だ
も
の
が
多

い
が
、
【
六
】
か
ら
【
七
】
へ
の
「
賓
物
」
の
連
想
は
、
言
い
換
え
れ
ば
同
じ

も
の
と
い
う
こ
と
で
一
種
の
機
知
付
け
と
い
っ
て
よ
い
。
『
続
古
事
談
』
の
中

で
も
こ
と
さ
ら
に
奇
抜
な
発
想
で
連
ね
て
見
せ
た
例
に
第
二
巻
【
七
〇
】
【
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

一
】
、
第
五
巻
【
二
二
八
】
【
二
二
九
】
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
【
七
〇
】
堀

川
の
大
臣
は
、
道
で
出
会
っ
た
宰
相
が
「
小
野
宮
ノ
説
ナ
リ
ト
テ
、
車
ヲ
カ
ケ

ハ
ズ
サ
」
な
か
っ
た
の
で
、
「
九
條
ノ
説
ト
テ
」
前
の
簾
を
下
ろ
さ
な
い
と
い

う
対
抗
措
置
を
取
っ
た
。
つ
ま
り
、
彼
の
車
は
「
簾
な
し
」
の
状
態
で
、
前
簾

を
下
ろ
し
て
い
る
宰
相
に
相
対
す
る
大
臣
の
、
「
一
体
ど
ち
ら
が
身
分
が
上
な

の
か
ね
」
と
い
う
椰
楡
の
表
情
が
丸
見
え
で
あ
る
。
こ
れ
に
閉
口
し
た
宰
相
は

「
其
後
ハ
カ
ケ
ハ
ズ
シ
ケ
リ
ト
ゾ
」
と
い
う
。
次
の
【
七
一
】
は
左
大
弁
経
頼

が
蔵
人
頭
に
な
っ
て
あ
ま
り
に
喜
ぶ
の
で
、
見
か
ね
た
教
恵
座
主
が
「
カ
ク
ヨ

ロ
コ
バ
ル
・
コ
ソ
無
廉
ノ
事
ト
オ
ボ
ユ
レ
」
と
諌
め
た
が
、
経
頼
の
見
事
な
切

り
返
し
に
「
ト
カ
ク
申
ス
ニ
ヲ
ヨ
バ
ズ
」
と
、
前
話
の
宰
相
同
様
折
れ
た
話
で

あ
る
。
こ
こ
で
の
言
葉
遊
び
は
「
ブ
レ
ン
」
。
「
簾
な
し
」
は
「
無
簾
１
ー
ブ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

ン
」
と
な
っ
て
、
教
恵
の
言
っ
た
「
無
廉
ノ
事
」
と
同
音
で
響
き
合
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

　
ま
た
、
【
二
二
八
】
後
半
で
、
川
人
の
勘
文
に
は
「
平
地
九
丈
ノ
大
水
イ
ヅ

ベ
シ
」
と
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
年
「
ソ
ノ
水
イ
デ
ズ
」
、
よ
っ
て
川
人
の

他
の
予
言
も
信
じ
難
い
、
と
答
え
た
白
川
院
の
言
葉
に
対
し
て
、
編
者
は
【
一

三
九
】
で
、
ま
ず
「
青
海
波
」
と
い
う
舞
の
話
を
始
め
る
。
海
は
「
大
水
」
だ

が
、
舞
だ
か
ら
「
ソ
ノ
水
イ
デ
ズ
」
と
酒
落
た
の
で
あ
る
。

三
、
巻
か
ら
巻
へ

　
か
く
し
て
、
多
様
な
技
巧
を
駆
使
し
っ
っ
、
各
話
は
連
ね
ら
れ
た
。
こ
れ
で
、

『
続
古
事
談
』
の
各
巻
の
部
立
に
相
応
す
る
内
容
の
話
題
を
持
っ
大
話
群
が
、

巻
毎
に
巻
頭
話
か
ら
巻
末
話
ま
で
直
列
的
に
連
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
各
巻
の
巻
頭
話
に
出
て
く
る
季
節
を
見
て
み
よ
う
。
第
一
巻
「
極
寒
ノ

夜
↓
冬
」
、
第
二
巻
「
子
日
↓
春
」
、
第
四
巻
「
一
夏
九
旬
↓
夏
」
、
第
五
「
仲

秋
十
二
日
↓
秋
」
。
第
五
巻
だ
け
は
巻
頭
の
【
＝
二
】
に
季
節
は
明
示
さ
れ

ず
、
二
番
目
の
【
二
一
二
】
の
季
節
を
取
っ
た
。
第
三
巻
は
欠
巻
だ
が
、
こ
の

よ
う
な
見
方
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
冬
か
ら
始
ま
っ
て
四
季
が
順
に
置
か
れ
た
こ

と
に
な
る
。
第
六
巻
は
季
節
な
し
で
、
こ
れ
を
「
春
夏
秋
冬
・
そ
の
他
」
の
和

歌
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
部
立
に
当
て
は
め
れ
ば
、
【
一
六
九
】
の
内
容
か
ら
し
て

「
雑
」
に
当
た
ろ
う
。

　
「
四
季
雑
」
の
五
部
立
は
、
『
続
古
事
談
』
成
立
時
に
近
い
頃
の
百
首
和
歌
．

五
十
首
和
歌
な
ど
に
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
あ
る
い
は
「
春



夏
秋
冬
恋
雑
」
や
「
春
夏
秋
冬
祝
恋
雑
」
な
ど
の
よ
う
な
部
立
で
も
、
「
雑
」

で
終
わ
る
と
き
は
、
最
後
は
松
や
鶴
な
ど
を
詠
み
込
ん
だ
祝
言
性
を
も
っ
お
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

で
た
い
歌
で
結
ば
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
漢
詩
に
お
い
て
も
、
『
資
実
長
兼
両
卿

百
番
詩
合
』
は
「
四
季
雑
」
の
五
部
立
を
踏
襲
し
て
、
や
は
り
最
後
は
「
松

竹
」
に
関
す
る
題
で
締
め
く
く
っ
た
。
『
続
古
事
談
』
は
と
言
え
ば
、
全
巻
の

結
び
に
当
た
る
【
一
八
五
】
は
、
陸
法
化
が
「
過
去
ノ
七
仏
ノ
時
」
か
ら
い
た

と
い
う
超
長
寿
の
亀
を
掘
り
出
し
た
と
い
う
、
ま
さ
に
裡
言
性
を
帯
び
た
お
め

で
た
い
話
で
あ
っ
た
。

　
『
続
古
事
談
』
が
「
四
季
雑
」
の
五
部
立
を
巻
頭
に
の
み
配
し
て
、
祝
言
で

終
え
る
形
式
を
取
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。
た
だ
、
冬
か
ら
始
ま
る
点
が

変
則
で
あ
る
。
こ
れ
に
っ
い
て
は
、
『
王
沢
不
渇
抄
』
に
示
唆
的
な
一
文
が
あ

る
。
連
句
に
つ
い
て
の
流
例
と
し
て
、
発
句
は
「
春
曾
言
春
景
、
夏
曾
言
夏
景
、

若
又
、
言
當
座
事
」
と
記
す
。
つ
ま
り
、
発
句
は
当
季
の
景
か
、
そ
の
当
座
の

事
が
ら
を
詠
ず
る
の
が
常
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
、
「
百
韻
ノ
内
デ
終
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

二
句
ハ
程
言
ヲ
ス
ル
也
。
連
句
ノ
定
事
也
」
と
す
る
。
こ
れ
よ
り
約
六
十
年
ほ

ど
前
の
『
続
古
事
談
』
成
立
時
の
連
歌
や
連
句
の
全
貌
を
現
す
も
の
は
残
っ
て

お
ら
ず
、
そ
の
当
時
も
『
王
沢
不
渇
抄
』
の
言
う
よ
う
な
形
式
を
取
っ
て
い
た

か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
歌
会
や
詩
会
で
も
当
季
を
重
ん
じ
た

事
か
ら
考
え
れ
ば
、
運
歌
や
連
句
の
場
で
当
季
か
ら
始
め
る
の
は
ご
く
自
然
の

事
に
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
連
歌
や
連
句
を
意
識
す
る
配
列
の
方
法
を
取
っ

　
　
　
　
　
続
古
事
談
配
列
考

た
『
続
古
事
談
』
が
く
冬
Ｖ
か
ら
始
め
て
祝
言
で
終
え
る
と
い
う
の
は
、
か
な

ら
ず
し
も
変
則
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
『
続
古
事
談
』
の
賊
文
に
よ

れ
ば
、
完
成
は
建
保
七
年
四
月
二
十
三
日
。
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
綴
密

な
連
関
を
考
慮
し
っ
つ
、
話
を
配
し
て
ゆ
く
に
は
短
期
間
で
は
難
し
く
、
前
年

の
冬
ぐ
ら
い
か
ら
構
想
に
取
り
か
か
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
単
な
る
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
。
）

　
以
上
の
点
か
ら
、
各
巻
頭
話
を
「
四
季
雑
」
の
五
部
立
の
形
式
で
統
制
す
る

事
に
よ
り
、
個
々
の
巻
も
一
っ
の
連
続
を
見
る
事
と
な
っ
た
。
そ
の
上
、
話
群

と
話
群
が
隣
接
し
て
い
る
場
合
で
も
別
の
共
通
類
似
の
因
子
を
以
て
連
な
っ
て

い
た
よ
う
に
、
巻
末
話
と
次
巻
の
巻
頭
話
も
ま
た
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
な

手
法
で
同
様
に
連
繋
さ
れ
て
い
る
。
第
一
巻
か
ら
第
二
巻
へ
は
、
【
＝
エ
ハ
】
の

「
大
才
ノ
人
モ
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
ミ
ヲ
ヨ
バ
ヌ
事
ア
リ
。
チ
カ
ラ
ヲ
ヨ
バ
ザ
ル
事
ナ

リ
」
と
結
ぶ
時
の
、
残
念
だ
が
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
想
念
の
余
韻
が
、

【
三
七
】
の
、
子
日
の
宴
に
四
条
中
納
言
・
祭
主
輔
親
が
参
加
し
な
か
っ
た
事

を
「
殿
ヨ
リ
始
テ
ク
チ
ヲ
シ
キ
事
二
人
々
」
が
思
っ
た
心
情
と
融
け
合
う
。
第

四
巻
か
ら
第
五
巻
へ
は
、
【
一
二
〇
】
巌
問
寺
正
法
寺
の
「
巖
」
と
地
主
神
清

滝
権
現
の
「
瀧
」
か
ら
、
【
二
二
】
の
「
瀧
ノ
石
」
が
想
起
さ
れ
、
【
一
二

〇
】
に
二
度
語
ら
れ
る
投
身
は
、
【
＝
二
】
の
瀧
の
水
が
滝
壼
に
落
ち
る
様

と
映
像
的
に
重
な
り
合
う
。
第
五
巻
か
ら
第
六
巻
へ
は
、
【
一
六
八
】
の
焔
王

に
対
す
る
童
子
の
能
定
蘇
生
に
関
す
る
交
渉
と
、
【
一
六
九
】
の
斉
の
威
王
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



　
　
　
　
　
続
古
事
談
配
列
考

対
す
る
賢
人
淳
干
髭
の
謹
言
か
ら
、
「
王
」
が
相
手
の
言
葉
に
対
し
て
一
度
は

拒
否
す
る
も
の
の
、
結
局
そ
の
主
張
の
正
し
さ
に
折
れ
る
点
で
共
通
す
る
。

　
問
題
は
第
三
巻
の
欠
落
で
あ
る
。
他
巻
の
例
か
ら
言
え
ば
第
二
巻
巻
末
話
と

第
三
巻
巻
頭
話
、
第
三
巻
巻
末
話
と
第
四
巻
巻
頭
話
に
共
通
類
似
の
因
子
が
あ

る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
巻
巻
末
話
か
ら
第
四
巻
巻
頭
話
へ
は
原

則
的
に
運
想
は
続
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
第
二
巻
か
ら
第
四
巻
へ
の
連

想
に
よ
る
移
行
は
、
意
外
に
も
可
能
で
あ
る
。
第
二
巻
巻
末
話
【
九
四
】
の

「
頭
弁
行
成
（
中
略
）
ネ
ブ
ラ
レ
ケ
ル
夢
二
」
と
、
第
四
巻
巻
頭
話
【
九
五
】

の
「
御
門
ノ
御
夢
二
」
と
は
対
に
な
り
、
ど
ち
ら
の
夢
も
こ
れ
か
ら
起
こ
る
こ

と
の
予
告
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
【
九
三
】
は
堀
川
左
大
臣
の
往
生
と
そ
の
奇
瑞
、

【
九
四
】
は
往
生
を
志
し
互
い
に
善
知
識
と
な
り
合
う
成
信
と
重
家
の
発
心
出

家
、
【
九
五
】
で
は
行
教
の
祈
り
に
八
幡
の
本
地
た
る
阿
弥
陀
三
尊
の
出
現
が

語
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
往
生
の
奇
瑞
↓
発
心
出
家
・
善
知
識
↓
阿
弥
陀
三
尊
と

〈
極
楽
往
生
〉
に
関
す
る
連
想
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
勿
論
、
共
通
類

似
の
因
子
は
話
題
に
限
定
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
、
偶
然
に
も
第
二
巻
末
と
第

四
巻
頭
に
連
繋
の
要
素
が
存
在
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
と
も
あ
れ
、
編
者
の

作
り
出
し
た
連
繋
の
法
則
の
面
に
限
っ
て
言
え
ば
、
第
三
巻
は
な
く
と
も
支
障

は
な
く
、
全
巻
を
通
じ
て
個
々
の
話
は
数
殊
っ
な
ぎ
式
に
連
繋
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
第
三
巻
の
欠
落
の
事
情
は
不
明
な
が
ら
、
第
三
巻
を
除
く
『
続
古
事
談
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

説
話
配
列
は
、
第
一
話
を
発
句
の
代
わ
り
と
し
て
、
揚
句
に
当
た
る
最
終
話
に

至
る
ま
で
、
隣
接
し
て
い
る
個
々
の
話
を
共
通
類
似
の
因
子
を
も
っ
て
結
び
つ

つ
、
連
想
の
移
行
に
よ
っ
て
直
列
的
に
連
鎖
を
進
行
さ
せ
、
ま
た
、
部
立
の
変

わ
り
目
に
な
る
巻
頭
話
に
は
「
四
季
雑
」
の
形
式
を
配
す
る
事
で
、
巻
そ
の
も

の
を
も
統
合
連
続
さ
せ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
さ
て
、
陸
法
化
が
「
過
去
ノ
七
仏
ノ
時
ヨ
リ
麦
ニ
ア
リ
」
生
言
う
く
古
い
Ｖ

亀
を
掘
り
出
し
た
よ
う
に
、
自
分
も
又
、
箱
の
底
に
朽
ち
残
っ
て
い
た
「
古
キ

人
ノ
サ
マ
ザ
マ
ノ
物
語
」
を
塵
の
中
よ
り
見
つ
け
出
し
、
ま
と
め
直
し
た
と
し

て
、
賊
文
は
長
い
古
事
連
話
の
終
わ
り
を
告
げ
る
。
否
、
そ
の
よ
う
に
述
べ
る

事
で
、
読
者
は
思
わ
ず
、
「
イ
ヒ
ツ
タ
ヘ
タ
リ
」
と
語
っ
た
第
一
話
か
ら
読
み

進
め
て
き
た
す
べ
て
の
話
を
も
う
一
度
振
り
返
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

こ
に
ま
た
連
鎖
が
起
こ
り
、
『
続
古
事
談
』
の
世
界
は
ま
さ
に
数
珠
の
よ
う
に

連
環
す
る
の
で
あ
る
。

　
『
続
古
事
談
』
は
、
連
繋
に
連
歌
・
連
句
の
方
法
を
応
用
し
、
殊
に
言
語
遊

戯
を
行
う
事
で
内
容
的
に
二
重
構
造
と
な
り
、
そ
れ
が
文
中
の
語
句
に
交
錯
し

重
な
り
合
う
仕
組
み
と
な
っ
て
、
各
話
一
つ
一
つ
の
世
界
と
は
別
の
享
受
の
あ

り
よ
う
を
も
可
能
に
し
た
。
連
歌
や
連
句
の
よ
う
な
創
作
で
は
な
い
だ
け
に
、

博
識
で
多
く
の
典
拠
資
料
を
操
作
し
た
に
し
て
も
、
ど
れ
ほ
ど
の
労
力
と
知
力

と
卓
抜
な
構
想
力
を
必
要
と
す
る
か
は
想
像
に
難
く
な
い
。
『
続
古
事
談
』
の



場
合
、
既
述
し
た
よ
う
な
機
智
£
昌
ん
だ
言
語
遊
戯
が
特
色
の
一
っ
で
あ
る
。

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
『
続
古
事
談
』
の
配
列
に
は
ま
だ
ま
だ
話
の
表
面

に
は
現
れ
な
い
連
繋
要
素
が
隠
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
単
な
る
抄
録
の
世
界

か
ら
、
編
者
の
生
き
た
現
在
と
連
な
り
つ
つ
、
一
個
の
文
芸
作
品
と
し
て
転
化

さ
せ
て
ゆ
く
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
稿
で
述
べ
る
事

に
し
た
い
。

注
¢
　
「
『
続
古
事
談
』
研
究
序
説
」
（
『
中
世
説
話
文
学
研
究
序
説
』
所
収
　
桜
楓
杜
　
一

　
九
七
四
一

　
　
「
続
古
事
談
の
方
法
－
第
一
「
王
道
后
宮
」
の
場
合
１
」
一
『
説
話
集
の
方
法
』
所

　
収
　
笠
問
叢
書
二
五
〇
　
笠
間
書
院
　
一
九
九
二
一

　
　
注
－
前
掲
論
文

９
注
２
前
掲
論
文

　
　
そ
の
他
の
例
と
し
て
、
第
四
巻
の
【
一
〇
四
】
【
一
〇
五
】
【
一
〇
六
】
に
お
い
て

　
は
、
各
々
天
神
・
金
峯
山
・
二
荒
山
の
〈
神
の
お
わ
す
聖
地
〉
に
つ
い
て
語
り
、
聖

　
地
へ
の
他
者
の
侵
入
が
「
汝
ハ
ヰ
ル
ト
モ
子
孫
ハ
ス
ム
ベ
カ
ラ
ズ
」
↓
「
九
月
九
日

　
ヨ
リ
後
三
月
三
日
マ
デ
人
マ
イ
ラ
ズ
」
↓
「
（
頂
の
湖
水
に
は
一
木
葉
一
水
ニ
ウ
カ

　
マ
ズ
、
魚
モ
ナ
シ
」
と
、
だ
ん
だ
ん
許
容
の
条
件
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
。
ま
た
、

　
同
巻
巻
末
の
【
二
八
】
【
一
一
九
】
【
二
一
〇
】
。
【
一
一
八
】
仁
康
上
人
は
「
丈
六

　
ノ
釈
迦
仏
」
を
安
置
す
る
た
め
に
、
祇
陀
林
寺
の
堂
を
建
て
、
【
一
一
九
】
聖
徳
太

　
子
は
本
尊
と
す
る
如
意
輸
観
音
像
の
た
め
に
「
六
角
ノ
小
堂
」
を
作
り
、
【
二
一
〇
】

　
泰
澄
法
師
は
「
等
身
ノ
千
手
観
音
」
を
作
っ
て
、
本
尊
二
採
半
ノ
金
銅
ノ
千
手
観

　
音
」
を
そ
の
中
に
籠
め
た
。
【
一
一
八
】
↓
【
二
九
】
↓
【
＝
一
〇
】
と
、
各
本

続
古
事
談
配
列
考

　
尊
仏
の
大
き
さ
と
と
も
に
、
仏
像
を
入
れ
る
も
の
一
建
て
物
・
像
）
の
容
積
が
順
次

　
小
さ
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

¢
　
日
本
歴
史
叢
書
１
５
『
運
歌
の
世
界
』
一
吉
川
弘
文
館
　
Ｓ
４
２
）

¢
群
書
類
従
本
で
は
「
ツ
ク
リ
タ
ル
籠
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
台
記
』
康
治
元
年

　
五
月
十
六
日
の
条
、
及
び
伴
信
友
本
・
三
手
文
庫
本
・
岩
崎
文
庫
本
・
神
宮
文
庫
本

　
な
ど
の
諸
本
も
「
龍
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
改
め
た
。

＠
　
そ
の
他
の
例
を
を
挙
げ
る
。
第
二
巻
の
【
八
四
】
の
清
輔
が
着
て
い
た
「
ア
ヤ
ク

　
ズ
カ
ミ
シ
モ
」
（
話
中
で
は
連
歌
の
材
と
な
っ
た
）
の
「
上
下
」
を
「
守
下
」
に
す

　
り
替
え
て
、
【
八
五
】
の
甲
斐
権
守
が
馬
の
下
敷
き
に
な
っ
た
話
に
っ
な
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
第
五
巻
の
【
二
一
五
】
は
采
女
正
俊
通
と
い
う
医
師
が
「
七
十
余
ニ
テ
ニ
ヌ

　
ノ
・
ナ
ヲ
シ
ニ
ム
ラ
サ
キ
ノ
サ
シ
ヌ
キ
ヲ
キ
テ
人
二
会
ケ
リ
」
と
い
う
短
い
話
。

　
【
一
二
六
】
は
「
モ
ガ
サ
ト
云
病
ハ
新
羅
國
ヨ
リ
オ
コ
リ
タ
リ
。
筑
紫
ノ
人
ウ
ヲ
カ

　
ヒ
ケ
ル
船
、
ハ
ナ
レ
テ
彼
國
ニ
ツ
キ
テ
」
と
始
ま
る
。
【
二
一
五
】
と
【
二
一
六
】

　
の
共
通
類
似
の
因
子
は
傍
線
部
の
「
む
ら
さ
き
」
。
「
筑
紫
」
の
中
に
「
ム
ラ
サ
キ
」

　
が
あ
る
。
和
歌
の
隠
し
題
の
漢
字
版
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
の
他
の
例
と
し
て
、
第
二
巻
の
【
九
〇
】
の
「
内
ノ
女
房
車
ア
マ
タ
色
々
ノ
キ

　
利
出
シ
コ
ボ
シ
テ
」
、
【
九
一
】
の
「
ク
ズ
ノ
ハ
カ
マ
ニ
ア
ヲ
バ
ミ
タ
ル
衣
ヲ
キ
テ
ア

　
リ
ケ
レ
バ
」
、
【
九
二
】
の
「
初
受
下
地
五
濁
浪
漸
重
上
界
三
鉢
衣
」
と
、
〈
衣
尽
く

　
し
Ｖ
。
第
五
巻
の
【
二
二
二
】
【
二
一
四
】
【
二
一
五
】
に
は
、
先
行
す
る
【
＝
二
一
】

　
の
歌
の
序
代
に
あ
る
「
暮
齢
」
を
契
機
と
し
て
、
「
七
八
歳
バ
カ
リ
ナ
ル
小
童
」
「
十

　
七
八
計
ナ
ル
女
」
「
七
十
鹸
ニ
テ
ヌ
ノ
ノ
ナ
ヲ
シ
ニ
」
と
、
七
・
八
・
十
の
組
み
合

　
わ
せ
の
〈
年
齢
尽
し
〉
が
あ
る
。

＠
第
四
巻
に
は
薬
師
仏
が
六
話
連
続
す
る
。
た
だ
し
「
○
○
寺
の
薬
師
仏
像
」
が
話

　
題
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
か
ら
言
え
ば
例
外
に
は
当
た
ら
な
い
。

０
　
そ
の
他
の
例
と
し
て
、
第
二
巻
の
【
三
七
】
か
ら
【
四
一
】
ま
で
の
各
冒
頭
部
の

　
語
句
に
「
子
日
一
Ｈ
子
の
方
角
は
北
一
」
、
「
南
面
」
、
「
貞
信
公
一
１
１
藤
原
氏
北
家
一

八
九
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門
）
」
、
「
南
面
」
、
「
キ
タ
ノ
宮
（
Ｈ
北
の
宮
）
」
が
あ
り
、
〈
南
北
〉
の
賦
物
風
に
な

　
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
巻
【
六
一
】
【
六
二
】
【
六
三
】
【
六
四
】
で
は
、
「
忌
日
（
１
１

　
喪
な
の
で
黒
）
」
「
石
灰
（
１
１
白
）
」
「
ス
ミ
殿
（
１
－
墨
と
同
音
で
黒
）
」
「
肚
ヲ
雪
ノ
ミ

　
ニ
ア
ラ
ズ
（
１
１
雪
は
白
）
」
と
、
〈
黒
白
〉
の
賦
物
風
。

＠
従
来
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
各
話
の
出
典
に
目
配
り
し
た
も
の
に
、

　
『
研
究
叢
書
一
五
〇
　
続
古
事
談
注
解
』
（
神
戸
説
話
研
究
会
編
　
和
泉
書
院
　
一
九

　
九
四
）
が
あ
る
。

＠
　
第
一
巻
の
【
一
八
】
【
一
九
】
の
「
参
木
ニ
ナ
サ
レ
ケ
リ
」
「
律
師
ニ
ナ
サ
レ
ケ

　
リ
」
は
完
全
な
対
句
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
内
容
的
に
も
賞
と
し
て
与
え
ら

　
れ
た
と
い
う
点
で
共
通
し
て
お
り
、
そ
れ
を
意
図
し
て
並
べ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

　
語
句
の
み
を
意
識
し
た
例
と
し
て
、
第
五
巻
の
【
二
一
八
】
の
「
内
モ
・
外
モ
・
」

　
に
対
し
、
【
二
一
九
】
は
「
六
條
左
大
臣
小
野
宮
右
大
臣
」
と
並
べ
て
、
「
内
外
」

　
「
左
右
」
の
対
称
同
士
に
な
っ
て
い
る
。

＠
　
『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
六
月
十
五
日
条
、
「
或
云
、
道
綱
卿
令
申
入
道
殿
云
、
一
家

　
兄
也
、
此
度
若
不
任
丞
相
、
何
恥
勝
之
、
只
＝
一
↑
月
可
借
給
、
縦
難
無
善
不
可
従

　
事
、
何
況
有
病
乎
者
、
余
所
思
者
、
第
一
大
麹
言
年
老
太
多
、
所
陳
可
然
、
但
封

　
不
通
之
人
、
未
任
丞
相
之
故
、
世
以
不
許
、
以
之
可
験
（
以
下
略
）
」
（
傍
線
筆
者
）

＠
　
そ
の
他
の
例
と
し
て
、
第
五
巻
【
一
〇
七
】
の
白
山
の
「
讃
華
ノ
人
」
「
化
人
」

　
「
神
仙
」
と
呼
ば
れ
た
三
人
の
上
人
か
ら
、
【
一
〇
九
】
の
「
長
谷
寺
ノ
観
音
ノ
化
現

　
ナ
ル
ベ
シ
」
へ
の
連
想
は
、
間
の
【
一
〇
八
】
の
「
上
宮
太
子
」
が
介
在
し
て
い
る
。

　
聖
徳
太
子
が
片
岡
の
「
化
人
」
た
る
飢
人
に
衣
を
与
え
た
話
は
有
名
だ
が
、
こ
の
話

　
を
「
上
宮
太
子
」
の
一
語
か
ら
想
起
す
れ
ば
、
三
話
は
化
人
伝
承
に
よ
っ
て
連
な
っ

　
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
第
六
巻
【
一
八
一
】
の
「
周
勃
」
の
「
周
」
と
「
治

　
粟
内
史
」
の
「
粟
」
か
ら
、
【
一
八
二
】
の
「
伯
夷
叔
斉
ガ
首
陽
ノ
蕨
ヲ
ク
ハ
ズ
シ

　
テ
」
へ
の
連
想
は
、
『
史
記
』
の
「
伯
夷
列
伝
」
に
見
え
る
「
義
不
食
周
粟
、
隠
於

　
首
陽
山
、
采
蕨
而
食
之
」
の
一
文
に
列
な
る
伝
承
を
本
文
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

九
〇

＠
　
そ
の
他
の
例
と
し
て
、
第
二
巻
の
【
四
五
】
【
四
六
】
。
【
四
五
】
の
後
半
、
在
衡

　
が
「
左
大
臣
二
成
時
、
右
大
臣
ハ
ア
ト
ア
リ
、
左
大
臣
ノ
事
思
カ
ケ
ズ
ト
云
ケ
ル
」

　
に
続
け
て
、
編
者
は
「
ア
ヤ
シ
キ
事
也
」
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
【
四
六
】
の

　
文
中
に
あ
る
。
在
衡
が
六
位
の
時
に
鞍
馬
寺
参
寵
の
折
、
夢
の
中
で
「
右
大
臣
」
と

　
書
か
れ
た
笏
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
示
現
に
「
右
大
臣
」
と
あ
る
か
ら
に
は
「
思
カ

　
ケ
ズ
」
も
当
然
と
云
う
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
第
五
巻
の
【
一
四
五
】
の
「
身
高
」

　
は
舞
人
の
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
字
面
か
ら
「
身
（
の
丈
）
が
高
い
」
と
解
し
て
、

　
【
一
四
六
】
の
だ
ん
だ
ん
と
身
の
丈
が
高
く
な
っ
て
ゆ
く
「
ア
ラ
・
ギ
マ
ヒ
」
が
語

　
ら
れ
る
。

＠
　
群
書
類
従
本
・
伴
信
友
本
・
三
手
文
庫
本
は
傍
書
に
、
異
本
に
「
益
」
と
あ
る
こ

　
と
を
記
し
、
神
宮
文
庫
本
・
東
京
教
育
大
図
書
館
本
は
「
益
カ
」
と
傍
書
す
る
。
こ

　
れ
は
、
こ
の
な
ぞ
な
ぞ
の
よ
う
な
連
繋
法
に
気
づ
か
な
か
っ
た
た
め
に
、
「
無
廉
」

　
よ
り
「
無
益
」
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
見
た
者
が
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か

　
し
、
こ
こ
は
経
頼
の
喜
び
方
が
あ
ま
り
に
も
出
世
欲
丸
出
し
で
み
っ
と
も
な
い
か
ら

　
諌
め
た
の
で
あ
っ
て
、
喜
ん
で
も
「
無
益
」
だ
と
い
う
の
で
は
な
い
。
意
味
の
う
え

　
で
圭
言
葉
遊
び
の
連
繋
に
と
っ
て
も
「
無
益
」
で
は
無
益
な
の
で
あ
る
。

＠
　
堀
川
院
御
時
百
首
和
歌
（
康
治
年
中
）
「
春
夏
秋
冬
雑
」
・
「
雑
」
の
部
の
最
後
が

　
「
祝
詞
」
十
六
首
。
院
初
度
百
首
（
『
百
首
愚
草
』
）
「
四
季
恋
轟
旅
山
家
鳥
祝
」
・
最

　
後
が
「
祝
」
五
首
。
正
治
二
年
第
二
度
百
首
和
歌
「
春
夏
秋
冬
雑
」
・
「
雑
」
の
部
の

　
最
後
が
祝
言
五
首
。
院
第
三
度
百
首
（
『
百
首
愚
草
』
）
「
春
夏
秋
冬
祝
恋
雑
」
・
「
雑
」

　
の
結
び
の
歌
「
君
に
か
く
あ
ひ
ぬ
る
み
こ
そ
う
れ
し
け
れ
な
や
は
く
ち
せ
む
世
・
の

　
す
ゑ
ま
て
」
。
院
無
題
五
十
首
（
『
百
首
愚
草
』
）
「
春
夏
秋
冬
雑
」
・
結
び
の
歌
「
わ

　
か
の
う
ら
の
あ
し
へ
の
た
つ
の
さ
し
な
か
ら
ち
と
せ
を
か
け
て
あ
そ
ふ
こ
ろ
か
な
」
。

　
内
裏
名
所
百
首
（
建
保
三
年
）
「
春
夏
秋
冬
恋
雑
」
・
結
び
の
歌
「
大
と
も
の
み
っ
の

　
は
ま
邊
の
松
か
え
に
年
経
て
す
め
る
あ
し
た
つ
の
聲
」
。
道
助
法
親
王
家
五
十
首
和

　
歌
（
建
保
六
年
）
「
春
夏
秋
冬
恋
雑
」
・
「
雑
」
の
最
後
が
「
寄
松
祝
」
二
十
二
首



　
等
々
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

＠
京
大
付
属
図
書
館
平
松
文
庫
本
一
寛
文
七
年
版
）
に
よ
る
。
解
釈
は
能
勢
朝
次
氏

　
の
「
聯
句
と
連
歌
」
一
『
能
勢
朝
次
著
作
集
第
七
巻
　
連
歌
研
究
』
所
収
　
思
文
閣
出

　
版
　
一
九
八
二
）
参
照
。

＠
異
本
で
は
岩
崎
文
庫
本
・
伴
信
友
本
・
三
手
文
庫
本
が
五
巻
立
て
で
、
三
手
文
庫

　
本
は
第
三
巻
の
横
に
「
イ
ニ
四
」
と
し
て
第
三
巻
欠
巻
の
異
本
が
あ
る
こ
と
を
記
す
。

　
神
宮
文
庫
本
は
第
三
巻
を
欠
巻
と
す
る
。
東
京
教
育
大
学
図
書
館
本
は
第
二
巻
と
第

　
三
巻
を
「
臣
節
」
と
し
て
、
【
三
七
】
か
ら
【
六
八
】
を
第
二
巻
に
、
【
六
九
】
か
ら

　
【
九
四
】
ま
で
を
第
三
巻
に
振
り
分
け
る
。
巻
頭
話
と
巻
末
話
は
類
従
本
・
東
洋
文

　
庫
本
・
伴
信
友
本
・
三
手
文
庫
本
・
神
宮
文
庫
本
と
も
に
異
動
は
な
い
。

　
　
第
三
巻
欠
落
の
事
情
と
し
て

　
¢
第
三
巻
は
あ
っ
た
が
、
散
失
し
た
。

　
　
第
三
巻
は
部
立
と
し
て
は
存
在
し
た
が
、
編
者
は
第
三
巻
を
書
か
な
か
っ
た
。

　
　
ａ
、
何
ら
か
の
理
由
で
当
初
か
ら
書
く
意
図
は
な
か
っ
た
。

　
　
ｂ
、
書
く
つ
も
り
で
は
あ
っ
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
書
け
な
い
ま
ま
終
わ
っ
た
。

　
　
第
三
巻
は
そ
も
そ
も
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
書
写
の
段
階
で
ミ
ス
に
よ
り
第
三
巻

　
が
第
四
巻
と
問
違
わ
れ
て
六
巻
立
て
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
書
写
の
段
階
で
、
『
古
事
談
』
と
セ
ッ
ト
と
し
て
捉
え
、
同
じ
六
巻
立
て
と
見
て
、

　
「
僧
行
」
「
勇
士
」
の
い
ず
れ
か
が
本
来
あ
っ
た
も
の
と
判
断
し
て
、
欠
巻
と
し
て
の

　
第
三
巻
を
表
示
の
う
え
で
加
え
た
人
物
が
い
た
。

　
等
が
考
え
ら
れ
る
。
『
続
古
事
談
』
が
『
古
事
談
』
の
部
立
て
に
倣
っ
た
と
し
て
も
、

　
す
で
に
「
漢
朝
」
と
い
う
例
外
の
存
在
が
あ
り
、
第
五
巻
に
し
て
も
『
古
事
談
』
の

　
「
亭
宅
・
諸
道
」
の
「
亭
宅
」
が
な
い
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
『
古
事
談
』
の
部
立
て

　
に
合
わ
せ
て
第
三
巻
の
存
在
の
必
然
性
を
説
く
こ
と
は
、
論
拠
と
し
て
は
弱
い
。
配

　
列
の
面
だ
け
か
ら
第
三
巻
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
第
三
巻
に
関

　
す
る
問
題
は
、
存
在
の
必
然
性
か
ら
論
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
本
稿
引
用
の
『
王
沢
不
渇
抄
』
は
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
一
平
松
文
庫
一

意
に
よ
り
、
閲
覧
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

の
ご
好

続
古
事
談
配
列
考

九
一
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